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一「

死

者

の

書
」

主

題

の

l=t 

I司

梨

美

「
死
者
の
書
」
は
、
折
口
信
夫
が
執
筆
し
て
完
結
し
た
唯
一
の
小
説
で
あ
る
。
折
口
信
夫
は
主
と
し
て
学
術
論
文
を
本
名
で
、
小
説
・
戯

曲
・
叙
事
詩
等
の
創
作
と
歌
作
を
釈
沼
空
の
筆
名
で
発
表
し
た
。
池
田
禰
三
郎
先
生
が
再
三
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
折
口
の
学
問
と
創
作
と

は
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
折
口
は
「
史
論
の
表
現
形
式
と
し
て
の
小
説
（
劇
）
」
を
持
論
と
し
て
お
り
、
「
死
者
の
書
」
は
そ
の
最
も
成

功
し
た
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
死
者
の
書
」
の
構
想
と
「
史
論
」
の
性
格
を
検
討
し
て
、
本
作
品
の
主
題
を
考
察
し
た
い
。

一、

A 

「
日
本
評
論
」
本

昭
和
十
三
年
十
二
月

昭
和
十
四
年
一
月

二
つ
の
発
端

箱
根
に
龍
り
、
「
死
者
の
書
」
執
筆
。
（
全
集
年
譜
）

雑
誌
「
日
本
評
論
」

一
月
号
に
「
死
者
の
書
」
を
発
表
。

伊
豆
大
仁
に
お
い
て
続
篇
を
執
筆
。
（
全
集
年
譜
）
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昭
和
十
四
年
二
月

同
誌
二
月
号
に
「
死
者
の
書
（
正
篇
ご
を
発
表
。

昭
和
十
四
年
三
月

同
誌
三
月
号
に
「
死
者
の
書
（
終
篇
）
」
を
発
表
。

B 

単
行
本
（
現
行
本
）

昭
和
十
八
年
九
月

章
段
の
さ
し
か
え
、
全
文
に
渉
る
推
敵
な
ど
、
大
幅
な
改
訂
を
加
え
て
単
行
本
『
死
者
の
書
』
を
青
磁
社
よ

り
刊
行

昭
和
二
十
二
年
七
月

角
川
書
店
よ
り
再
刊
。
巻
末
に
「
山
越
の
禰
陀
」
を
付
す
。
（
「
山
越
し
の
阿
禰
陀
像
の
画
因
」
（
昭
和
十
九

年
七
月
発
表
）

を
改
題
し
た
も
の
）

※
以
後
『
折
口
信
夫
人
上
集
』
や
文
学
全
集
、
文
庫
等
に
収
録
さ
れ
た
「
死
者
の
書
」
は
全
て
B
系
統
の
本
文
で
あ
る
。
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詩
人
、
天
沢
退
二
郎
氏
は
「
死
者
の
書
」
に
つ
い
て
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
お
ら
れ
る
。
「
死
者
の
書
」
に
は
二
つ
の
作
品
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
二
つ
の
発
端
が
あ
る
。
冒
頭
の
大
津
皇
子
の
よ
み
が
え
り
を
発
端
と
す
る
物
語
｜
｜
「
死
者
の
書
」
と
い
う
作
品
と
、
郎
女
が
二
上
山

に
没
す
る
夕
日
の
中
に
悌
人
を
見
た
こ
と
を
発
端
と
し
て
成
立
し
た
辻
陀
羅
凶
と
い
う
作
品
が
、
二
市
に
存
在
す
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

二
つ
の
作
品
の
存
在
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
物
語
が
二
つ
の
発
端
を
も
つ
こ
と
は
ま
ず
確
か
で
あ
る
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。

折
口
は
単
行
本
を
ま
と
め
る
に
当
っ
て
、
冒
頭
の
章
の
さ
し
か
え
を
行
な
っ
た
口
現
行
本
は
二
上
山
の
塚
の
中
で
死
者
が
よ
み
が
え
る
幽

暗
な
情
泣
か
ら
始
ま
る
が
、
「
日
本
評
論
」
本
は
南
家
郎
女
が
朝
方
、
当
麻
寺
へ
到
着
し
、
前
夜
の
雨
に
洗
わ
れ
て
鮮
や
か
に
照
り
輝
く
伽

躍
を
拝
す
る
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
大
津
皇
子
の
よ
み
が
え
り
を
発
端
と
す
る
「
死
者
の
書
」
と
、
市
家
郎
女
の
当
麻
寺
到
着
を
発
端



と
す
る
「
死
者
の
書
」
と
で
は
、
読
者
と
し
て
も
作
品
か
ら
受
け
る
印
象
が
相
当
に
異
な
る
が
、

よ
り
以
上
に
重
要
な
の
は
作
者
の
構
想
と

こ
の
二
つ
の
「
死
者
の
書
」
の
関
係
で
あ
る
。
以
下
章
段
の
さ
し
か
え
全
体
を
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

B II A 

単｜｜日
行｜｜本
本｜｜詳
'---"II 論

本

ii穆 1
ナ 1！天
シ！I子 1
ii伝 i

引；
四II四

一

一

章

段

一

章

段

一

一

一

一

A
一
B
一一

一
天
平
孝
一
一

ι
郎
女
は
奈
良
の
家
で
父
か
ら
汁
可
一

冬
一
贈
ら
れ
た
称
讃
浄
土
経
を
書
写
一
一
二
一
一
一
一

一

一

し

初

め

る

。

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
天
平
宝
字
三
年
一
二
上
山
の
峰
の
聞
に
没
す
る
こ
一
一
一
一
一
一

一
春
分
の
日
一
臥
品
野
市
初
め
て
荘
厳
な
二
一
一
一
一
一
一

一
秋
分
の
日
一
再
び
悌
人
を
落
日
に
見
る
。
一
一
三
一
一
一

一
天
平
宝
字
四
年
一
千
部
写
経
を
果
た
し
て
落
日
一
一
一
二
一
一
一

一
三
月
六
旦
を
待
つ
が
、
雨
が
降
る
。
其
夜
二
ト
二
仁
一
一

一
（
春
分
）
一
奈
良
の
家
を
出
奔
す
る
。
二
づ
二
ゴ
一

一
三
月
七
旦
嵐
の
中
を
夜
通
し
歩
い
た
郎
一
一
一
一
一
一
一
一

一
女
は
朝
方
当
麻
寺
に
到
着
す
一
一
一
一
二
一
一

時

表

死

者

書

の

期

藤
原
南
家
郎
女

1~11~ 

~ 
死

者

の

書

（
正
篇
）

八

大

津

皇

rJ 

死

者

（
終
篇
）

の

書

A 

B 

二二....- I ~－ I 
- 5,1 -

大

伴

家

す年



一正1十

一一一山一町一一一一一一一二三

日一一←一一一一日出子坊を伝えるべき子孫←一一一一
二一Zい願代。る藤！とjl一kt

一一一一一一一一一

一十一←一一一一一

にしト一一一一

月 同
八 夜日
朝日 I 夜

架恒、蹟罪すてる郎立の のり音鳴く晴れ

りの るつ残際姥部

、J激をコ夜け明
いと藤原家て一人し、耳見にを面j目jから、蔵院ノ法1 

寺
の

も 断判 雲嬢子思出をを聞ながきわた
共日鶏川と良しの 者

伝えうのの 大津カ息子ミのη乃ことでこ 空る 見発
に揺くー刻程即j を天若 庵室t」こ 止る

閣をく0めとみて 麻で寸ゴ当F医

さ

む。日ずι れ
るる止 起で

求をなこと執心死
る

足日 。まる々 し昔語鷺 があ庵室
。

っカ：が 、 の めをに

都
の
朱
雀
大
路
を
騎
乗
で
散

歩
す
る
内
に
、
郎
女
失
践
の
噂

を
聞
く
。
（
東
大
寺
四
天
王
像

開
眼
を
め
ぐ
る
噂
話
や
、
石
城

の
由
来
と
現
状
を
中
心
に
、
平

城
京
の
時
勢
装
を
描
写
）

正
4
一
8

正

4
一
9
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I t I 
I ~ i 
i lを目沈をを
｜ 見覚み見開

lるめ白るき
。て玉。、

月とそ惟
光なし帳
のるてを
反夢自掛
映を身む
に見水白
悌る底い
人。に指

令一一一一一一一一

一
一一二

一
一
一
一
1

押
勝
邸
で
押
勝
と
家
持
が
郎
一
終
9
一
u
一

二
女
出
奔
の
噂
や
、
時
勢
に
つ
い
一
一
一
一
一

一
一
十
て
の
会
話
を
か
わ
す
。
一
↑
一
↑
一

（
以
下
は
全
て
郎
女
の
身
の
上
）

そ
れ
以
後
郎
女
は
深
更
の
も
の
の
訪
れ
を
待
つ
が
、
次
第
に
遠
ざ
か
り
、
空
し
く
日
々
が
過
γ
ざ
る
。
騨
燭
の
盛
り
の
あ
る
日
の
昼
、
山
寵
り
を
し
た
旦

の
娘
た
ち
が
通
り
噂
話
を
し
て
帰
る
。
そ
の
夜
郎
女
は
夢
に
悌
人
を
見
て
、
一
周
に
衣
を
着
せ
た
い
と
思
う
。
（
A
終
日
・
日
日
）

初
夏
の
頃
、
若
人
た
ち
の
稿
糸
経
り
に
郎
女
、
が
助
A

ブ
一
目
し
て
、
強
い
糸
を
つ
む
ぐ
。
（
A
終
日
・

B
m）

秋
分
の
夕
、
郎
k
は
当
麻
寺
の
大
門
か
ら
二
上
山
の
峠
の
間
に
沈
む
夕
日
に
悌
人
を
見
る
。
（
A
終
ロ
・

B
口）

淳
仁
天
皇
の
即
位
に
よ
り
生
ほ
の
担
方
で
あ
る
当
麻
の
里
は
に
ぎ
わ
う
が
、
郎
レ
メ
は
悌
人
の
素
肌
を
お
お
う
た
め
の
衣
を
稿
糸
で
織
り
続
け
る
。
夢
に

当
麻
語
部
姥
が
尼
の
姿
で
現
れ
て
織
り
方
を
教
え
て
く
れ
る
。
（
A
終
日
・

B
時）

初
冬
に
織
り
あ
が
り
、
再
び
夢
で
化
厄
の
教
え
を
う
け
て
裁
ち
縫
う
。
（
A
終
U
－

B
叩）

郎
女
は
奈
良
の
家
か
ら
絵
具
を
と
り
よ
せ
て
、
秋
分
の
夕
、
当
麻
寺
か
ら
仰
ぎ
見
た
悌
人
の
姿
を
描
き
あ
げ
、
ど
こ
へ
と
も
な
く
去
る
。（A
終
日
・

B
m）

※
こ
の
去
は
時
間
の
推
移
を
軸
と
し
て
、
事
件
の
経
緯
を
示
し
た
。
正
篇
の

5
草
・
現
行
本
の
日
章
は
郎
女
の
生
い
立
ち
と
教
養
の
背
景
を
説
明
し
た

も
の
で
あ
り
、
繁
雑
に
な
る
の
で
省
略
し
た
。
な
お
表
中
の
矢
印
は
物
語
の
叙
述
の
進
行
を
一
ボ
す
L

表

2
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
折
口
は
雑
誌
連
載
時
に
は
、
南
家
郎
女
の
当
麻
守
到
止
一
れ
か
ら
物
語
を
始
め
て
い
る
。
そ
し

て
郎
女
の
川
想
と
し
て
、
当
麻
寺
へ
来
る
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
説
明
し
、

そ
の
夜
、
当
麻
語
部
姥
か
ら
大
沖
皇
子
の
物
語
を
聞
く
所

ま
で
、
第
一
同
発
表
分
は
全
て
郎
支
の
身
の
上
に
そ
っ
て
叙
述
を
進
め
て
い
る
。
大
沖
皇
子
自
身
が
殺
場
す
る
の
は
第
二
回
発
表
分
、
「
一
先
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者
の
書
（
正
篇
）
」
で
あ
り
、

一
、
二
、
三
章
と
大
津
皇
子
の
よ
み
が
え
り
を
中
心
と
す
る
叙
述
が
続
き
、

四
章
で
初
め
て
、
死
者
の
世
界
と

生
者
の
世
界
が
直
接
に
交
錯
す
る
の
で
あ
る
。
「
日
本
一
評
論
」
本
は
時
間
の
推
移
に
そ
っ
て
叙
述
が
進
行
し
て
お
り
、
事
件
の
経
緯
が
わ
か

り
や
す
い
が
、
反
面
こ
れ
を
初
め
て
読
む
人
に
と
っ
て
は
、
郎
女
の
叙
述
と
大
津
皇
子
の
叙
述
が
ど
ん
な
結
び
つ
き
を
持
つ
の
か
、
暗
示
は

あ
る
が
、

つ
か
み
に
く
い
欠
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。
折
口
は
こ
の
点
を
顧
慮
し
て
、
単
行
本
で
章
段
を
さ
し
か

（

4
）
 

え
て
、
死
者
の
世
界
と
生
者
の
世
界
が
交
互
に
現
わ
れ
る
形
に
改
め
た
ら
し
い
。
（
加
藤
守
雄
先
生
の
証
言
に
よ
る
）

な
か
な
か
明
確
に
は
さ
れ
ず
、

死
者
の
書
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
死
者
を
墳
墓
に
葬
る
時
に
、
共
に
埋
葬
さ
れ
た
死
者
の
た
め
の
手
引
書
で
あ
り
、
死
後
の
世
界
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。
折
口
が
「
正
篇
」
の
一
の
大
津
皇
子
の
よ
み
が
え
り
の
章
を
単
行
本
で
目
頭
に
す
え
た
の
は
、
冒
頭
を
大
切
に
す

る
彼
が
、
こ
の
章
こ
そ
最
も
死
者
の
書
ら
し
い
部
分
で
あ
り
、
「
死
者
の
書
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

- 57 -

る
。
雑
誌
連
載
時
に
、
第
二
回
発
表
分
を
あ
え
て
つ
先
者
の
書
」
の
「
正
篇
」
と
名
告
っ
た
こ
と
に
、
既
に
こ
の
意
識
が
窺
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「
正
篇
」
に
対
す
る
第
一
回
発
表
分
の
位
置
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
第
一
回
発
表
分
は
単
に
前
篇
、
或
い
は
序
章
と
し
て

片
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
が
あ
り
、
冒
頭
に

H

中
国
の
死
者
の
書
μ

で
あ
る
穆
天
子
伝
の
引
用
を
配
し
て
い
る
。
こ
れ
は
単
行
本
で

削
除
さ
れ
た
。

ま
た
第
一
回
発
表
分
と
「
正
篇
」
の
筋
立
て
の
間
に
は
一
つ
の
矛
盾
が
あ
る
。
表
2
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

「
正
篇
」
の
四
章
は
時
間
的
に
は
、
第
一
回
発
表
分
の
四
章
に
接
続
す
る
。
三
月
七
日
の
夜
更
け
、
万
法
蔵
院
の
庵
室
で
郎
女
が
、
当
麻
語

部
姥
が
神
窓
り
し
て
大
津
皇
子
の
物
語
を
語
る
の
を
聞
く
場
面
で
あ
る
。
一
品
部
の
語
り
は
夜
通
し
延
々
と
続
い
て
、
終
わ
り
の
頃
に
は
「
も

（

6
）
 

う
東
白
み
の
明
り
が
、
部
屋
の
内
の
物
の
形
を
、
鵬
ろ
げ
に
顕
し
は
じ
め
て
居
た
」
と
あ
る
。
「
正
篇
」
の
四
章
は
こ
れ
を
う
け
て
万
法
蔵

院
の
夜
明
け
の
情
景
を
描
写
し
て
い
る
が
、
最
後
に
次
の
様
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

た
ど
一
刻
ば
か
り
前
、
這
入
り
の
戸
を
揺
っ
た
物
音
が
あ
っ
た
。

一
度

二
度

度
。
更
に
数
度
。
音
は
次
第
に
激
し
く
な
っ
て
行



お
し
ち
ぎ
ら
れ
で
も
す
る
か
と
思
ふ
ほ
ど
、
六
日
に
力
の
こ
も
っ
て
来
た
時
、

（

7）
 

り
ぴ
っ
た
り
、
戸
に
あ
た
る
者
も
な
く
な
っ
た
。

っ
た
。
枢
が
ま
る
で
、

ち
ょ
う
ど
、
鶏
が
鳴
い
た
。
其
き

夜
明
け
の
一
刻
程
前
に
庵
室
の
戸
を
揺
っ
た
物
音
は
鶏
鳴
と
共
に
止
ん
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
明
ら
か
に
も
の
の
訪
れ
、
天
若
み
こ
の
訪

れ
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
死
者
の
世
界
と
生
者
の
山
界
が
初
め
て
直
接
に
交
錯
す
る
と
書
い
た
の
は
、
こ
の
様
な
理
由
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
回
発
表
分
の
四
章
で
は
、
夜
明
け
の
二
時
間
前
は
当
麻
語
部
姥
の
語
り
の
真
最
中
で
あ
る
。
表
二
で
示
し
た
様

に
「
死
者
の
書
」
は
章
段
聞
に
時
間
の
対
応
、
同
時
進
行
の
関
係
が
し
ば
し
ぼ
あ
り
、
著
者
は
対
応
関
係
の
暗
示
を
わ
り
と
て
い
ね
い
に
書

き
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
に
限
っ
て
は
全
く
伏
線
を
張
っ
て
お
ら
ず
、
第
一
同
発
表
分
で
郎
女
の
身
の
上
に
そ
っ
て
叙
述
を
進
め

た
折
に
は
、
天
若
み
こ
の
最
初
の
訪
れ
の
構
想
は
、

ま
だ
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
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第
一
回
発
表
分
の
「
死
者
の
書
」
と
第
二
回
発
表
分
の
「
死
者
の
書
（
正
篇
ご
の
標
題
の
聞
に
は
、
看
過
し
が
た
い
ず
れ
が
あ
る
。
こ
の

聞
に
何
ら
か
の
構
想
上
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
寸
先
者
の
書
」
の
死
者
が
当
初
か
ら
大
津
皇

f
を
想
定
し
て
い
た
こ
と

は
疑
い
な
い
が
、
大
津
皇
子
が
山
の
端
に
仰
ぎ
見
ら
れ
る
悌
人
と
し
て
で
は
な
く
、
自
身
具
体
的
に
登
場
す
る
と
い
う
構
怨
が
い
つ
頃
か
ら

あ
っ
た
の
か
。
少
な
く
と
も
そ
の
細
部
は
第
一
同
発
表
分
に
は
準
備
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
多
く
の
未
完
の
小
説
や
奔
放
に
論
を
展
開
し

（

8
）
 

て
尻
切
れ
と
ん
ぼ
の
様
に
終
わ
っ
て
い
る
論
文
が
一
不
す
よ
う
に
、
折
口
は
し
ば
し
ば
、
構
想
に
と
ら
わ
れ
ず
に
自
由
に
想
の
赴
く
ま
ま
筆
を

進
め
て
い
る
。
「
死
者
の
書
」
も
そ
れ
で
、
書
い
て
い
く
内
に
彼
の
中
に
潜
在
し
て
い
た
も
の
が
浮
び
上
っ
て
来
る
過
程
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
死
者
の
書
」
は
「
日
本
評
論
」
本
と
現
行
本
と
で
冒
頭
の
章
の
さ
し
か
え
が
あ
り
、
郎
女
の
当
麻
寺
到
着
か
ら
物
語
を
始
め
る
形
と
、

大
津
皇
子
の
よ
み
が
え
り
か
ら
物
語
を
始
め
る
形
と
、
形
の
上
で
二
種
類
の
発
端
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
形
式
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら



、
ず
、
構
想
の
上
に
も
二
つ
の
発
端
が
あ
っ
た
こ
と
を
さ
し
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
執
筆
当
初
郎
女
の
身
の
上
に
そ
っ
て
物
語
を
構
想
し
た
際

の
発
端
と
、
「
正
篇
」
で
大
津
皇
子
自
身
を
草
場
せ
し
め
て
急
速
に
大
き
く
発
展
し
た
と
見
ら
れ
る
、
死
者
l
l
I－
大
津
皇
子
の
側
か
ら
「
死

者
の
宝
ど
を
構
想
す
る
発
端
と
で
あ
る
。
「
死
者
の
書
」
が
順
次
二
つ
の
発
端
を
も
っ
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
は
、
作
品
の
文
学
的
完
成
度
か

ら
す
れ
ば
、
郎
女
の
物
語
と
大
津
皇
子
の
物
語
と
分
裂
し
か
ね
な
い
危
さ
を
生
じ
た
。

し
か
し
「
史
論
の
表
現
形
式
と
し
て
の
小
説
」
と
し

て
は
、
多
重
的
な
構
造
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
史
論
の
厚
み
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二
、
史
論
の
表
現
形
式
と
し
て
の
小
説

（

9
）
 

史
論
に
つ
い
て
は
、
最
近
長
谷
川
政
春
氏
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
（
「
史
論
・
小
説
・
語
り
手
1

1

『
死
者
の
書
』
論
の
た
め
の
序
章
｜
｜
」
）
。
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氏
は
、
折
口
が
生
を
う
け
た
明
治
二
十
年
代
の
文
学
界
に
「
史
論
の
流
行
」
が
あ
り
、
中
で
も
山
路
愛
山
の
「
国
民
生
活
は
如
何
、
人
情
風

俗
の
変
遷
は
如
何
な
ど
t
A

云
ふ
大
な
る
問
題
」
を
史
論
の
目
的
と
す
る
考
え
に
、
折
口
の
所
論
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

こ
こ
で
私
な
り
に
折
口
の
所
論
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
「
史
論
」
の
対
象
、

目
的
を
考
え
て
み
た
い
。
「
史
論
の
表
現
形
式
と
し
て
の
劇
（
小

説
）
」
の
考
え
が
初
め
て
明
確
に
一
一
一
日
わ
れ
た
の
は
、
大
正
三
年
頃
の
執
筆
と
さ
れ
る
小
説
「
身
毒
丸
」
の
附
言
で
あ
る
。

わ
た
し
ど
も
に
は
、
歴
史
と
伝
説
と
の
間
に
、

さ
う
鮮
や
か
な
く
ぎ
り
を
つ
け
て
考
へ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
殊
に
現
今
の
史
家
の

史
論
の
可
能
性
と
表
現
法
と
を
疑
う
て
居
ま
す
。
史
論
の
効
果
は
当
然
具
体
的
に
現
れ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
、
小
説
か
或
は

更
に
進
ん
で
劇
の
形
を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ま
す
。
わ
た
し
は
、
其
で
、
伝
説
の
研
究
の
表
現
形
式
と
し
て
、
小
説
の
形
を
使
う

（
凶
）

て
見
た
の
で
す
。

悟
史
と
伝
説
の
関
係
に
つ
い
て
、
折
口
は
「
背
の
人
に
は
、
伝
説
と
歴
史
と
の
区
別
が
な
く
、

ど
れ
も
実
際
あ
っ
た
こ
と
斗
考
へ
て
ゐ



た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
実
際
あ
っ
た
こ
と
と
信
じ
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
伝
説
は
一
つ
の
歴
史
で
あ
り
、
彼
ら
の
固
有
の
樫
史
観
の
表
現

で
あ
っ
た
。
ず
っ
と
後
の
論
で
あ
る
が
、
『
日
本
文
学
の
発
生

序
説
』
の
中
で
、
折
口
は
歴
史
と
伝
説
に
つ
い
て
次
の
様
に
実
例
を
あ
げ

て
整
理
し
て
い
る
。

此
歌
を
見
て
思
は
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の
人
々
が
事
件
直
後
、

又
は
大
赦
後
も
、

又
乙
麻
呂
死
後
も
、
尚
事
の
真
相
な
ど
は
問
題
と
せ

ず
、
か
う
し
た
幾
種
か
の
歌
群
を
中
心
と
し
て
物
語
の
上
の
古
代
人
を
思
ふ
と
お
な
じ
態
度
を
以
て
、
同
時
代
人
を
見
て
居
た
事
が
察

せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
歴
史
は
如
何
に
正
し
く
記
さ
れ
て
ゐ
て
も
、
其
と
は
別
に
、
今
一
つ
の
伝
え
方
が
、
歌
や
物
語
の
上
に
は
あ
っ

た
こ
と
を
考
へ
な
い
で
は
、
十
日
代
の
文
学
と
事
実
と
の
交
流
し
た
形
は
、
知
る
こ
と
が
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、

石
上
乙
麻
呂
は
天
平
十
一
年
に
久
米
連
若
売
と
の
姦
通
事
件
の
た
め
土
佐
国
へ
配
流
せ
ら
れ
た
が
、
天
平
十
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三
年
の
大
赦
に
よ
っ
て
都
に
戻
っ
た
ら
し
く
、
天
平
十
五
年
に
は
従
四
位
上
を
授
け
ら
れ
た
。
『
万
葉
集
』
巻
六
の
一

O
一
九
J
二
三
番
の

長
歌
及
び
短
歌
は
、

乙
麻
呂
配
流
を
詠
ん
だ
叙
事
詩
的
歌
群
で
あ
る
。
人
称
に
よ
っ
て
時
人
が
詠
ん
だ
と
も
、
本
人
が
詠
ん
だ
と
も
と
れ
る

歌
が
混
在
し
て
い
る
。
石
上
乙
麻
呂
の
実
人
生
は
『
統
紀
』
の
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
『
万
葉
集
』
の
歌
群
は
史
実
と
は

別
に
「
今
一
つ
の
伝
え
方
」
｜
｜
乙
麻
呂
伝
説
が
、
世
間
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
乙
麻
呂
事
件
を
、

た
わ
や
め
の
惑
い
に

よ
っ
て
出
に
流
さ
れ
る
貴
人
の
悲
劇
の
物
語
と
し
て
感
受
し
、
伝
承
す
る
多
く
の
人
々
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
折

μ
の
「
史
論
」
の
対
象
は

こ
う
し
た
人
々
に
あ
っ
た
。
史
実
の
背
後
に
居
っ
て
、
「
ム
ユ
つ
の
伝
え
方
」
を
す
る
人
々
の
問
有
の
観
点
に
、
「
史
論
」
の
目
的
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
大
正
六
年
八
月
号
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
、
折
口
は
「
史
論
の
表
現
形
式
と
し
て
劇
」
の
題
で
坪
内
治
遁
の
戯
曲
「
名
残
起
一
月
夜
」

↓
訴
を
書
く
こ
と
を
予
告
し
た
。



：
：
：
右
脚
本
は
、
略
廿
年
以
前
に
出
版
に
相
成
り
候
『
牧
の
方
』
と
、
今
一
つ
未
刊
行
の
『
右
京
兆
』
と
相
侯
ち
て
三
部
作
を
為
す
討

両
の
物
に
て
、
博
士
の
内
界
に
廿
年
間
蓄
積
せ
ら
れ
居
候
史
論
の
敷
桁
或
は
解
釈
と
も
見
る
べ
き
も
の
に
て
、
尋
常
作
家
の
概
念
的
偶

（日）

像
、
偶
感
的
脚
色
と
は
撰
を
異
に
致
し
居
り
候
。

以
上
が
予
告
の
中
で
治
遣
の
史
論
の
態
度
を
賞
讃
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
何
故
か
原
稿
は
書
か
れ
な
か
っ
た
。
三
年
後
の
大
正

九
年
五
月
、
歌
舞
伎
座
で
「
名
残
尾
月
夜
」
が
初
演
さ
れ
た
の
を
機
会
に
よ
う
や
く
書
か
れ
た
論
（
「
茂
吉
へ
」
）
の
中
で
、
折
口
は
厳
し
い

泣
逢
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

故
意
で
は
な
い
が
、

必
然
で
あ
り
ま
す
。
此
が
抜
き
に
な
っ
た
歴
史
を
主
題
に
し
た
作
物
は
、

つ
ま
ら
ぬ
物
で
す
。
其
く
だ
ら
な
さ

は
、
主
観
を
真
甲
に
、
史
実
を
方
便
に
扱
う
た
物
と
、

か
は
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
家
で
言
う
て
見
る
と
、
史
料
編
纂
係
り
の
人
々
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の
歴
史
論
と
同
じ
事
で
す
。
抜
く
事
の
出
来
る
筈
で
な
い
も
の
迄
抜
か
う
と
す
る
企
て
が
、
成
殺
す
る
気
づ
か
ひ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
、
其
色
あ
ひ
に
、
濃
淡
も
あ
り
、
傾
向
に
も
、
良
い
の
と
、
良
く
な
い
の
と
が
あ
り
ま
せ
う
。
出
来
る
だ
け
、
史
実
に
随
順
し

（時）

た
上
に
、
寓
っ
て
来
る
あ
る
物
が
大
切
な
の
で
す
。

治
逢
の
史
劇
は
忠
実
な
史
料
調
査
を
し
、

な
ま
な
主
観
を
も
ち
こ
ま
ず
に
、
為
組
み
に
行
店
い
た
注
意
を
配
っ
て
い
る
が
、
単
な
る
史
料

の
羅
列
に
止
ま
り
、
「
出
来
る
だ
け
史
実
に
随
順
し
た
上
に
寓
っ
て
来
る
あ
る
物
」
｜
｜
「
必
然
」
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
。
折
口
は
こ
の
論

の
中
で
、
脚
本
を
読
ん
だ
折
の
感
怨
と
上
演
を
見
て
の
感
想
が
喰
い
違
っ
た
こ
と
を
、
く
り
返
し
嘆
い
て
い
る
。
読
後
、
意
気
込
ん
で
「
史

論
の
表
現
形
式
と
し
て
の
劇
」
の
題
で
評
を
書
こ
う
と
し
た
が
、
そ
の
興
奮
は
多
分
に
折
口
の
史
論
の
考
え
の
持
ち
出
し
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
迫
造
自
身
の
演
出
形
式
は
彼
を
い
た
く
失
望
さ
せ
た
。
そ
の
一
つ
が
狂
女
の
扱
い
で
あ
る
。
初
め
折
口
は
、
狂
女
が
実
朝
と

並
立
す
る
こ
の
劇
の
主
人
公
で
あ
る
と
見
た
。
そ
し
て
柳
田
国
男
の
「
一
品
女
考
」
が
狂
女
像
の
暗
示
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
、
神
惣
り
に



起
源
を
も
っ
瓜
女
の
狂
い
の
様
式
を
、
ど
ん
な
演
出
で
表
現
す
る
だ
ろ
う
か
と
想
像
し
て
楽
し
ん
で
居
た
。
と
こ
ろ
が
舞
台
は
案
に
相
違
す

る
も
の
で
、
配
役
も
演
出
も
作
者
が
狂
女
を
単
な
る
狂
言
ま
わ
し
以
上
に
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

折
口
が
狂
女
の
役
割
を
主
人
公
と
し
て
重
く
見
た
の
は
、
彼
が
史
論
の
考
え
で
強
調
し
た
ホ
イ
ン
ト
、
史
実
の
背
後
に
あ
る
「
必
然
」
の

一
翼
を
、
役
廻
り
と
し
て
狂
女
が
荷
う
と
考
え
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
史
実
の
背
後
に
あ
る
「
必
然
」
と
は
、
人
々
を
か

く
あ
ら
し
め
、

か
く
行
動
せ
し
む
る
根
本
の
力
を
‘
一
一
一
口
う
の
で
あ
ろ
う
。
折
口
は
そ
れ
を
、
人
々
の
生
活
・
感
情
・
究
極
的
に
は
信
仰
の
上
に

見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
年
後
の
大
正
十
一
年
に
、
折
口
は
小
説
「
神
の
嫁
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
同
時
に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
万
葉
び
と
の
生
活
」
の
裏
打

〈時）

ち
と
し
て
書
か
れ
た
。
万
葉
び
と
は
万
葉
集
の
歌
、
か
詠
ま
れ
た
時
代
に
生
き
た
人
々
の
全
体
を
さ
す
。
「
万
葉
び
と
の
生
活
」
は
、
万
葉
び

で
あ
る
必
女
階
級
の
生
活
を
描
い
た
、
「
史
論
の
表
現
形
式
と
し
て
の
小
説
」
で
あ
る
。
万
葉
び
と
の
生
活
の
感
情
面
の
基
層
に
は
、
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と
を
「
主
に
感
情
の
側
か
ら
視
ょ
う
」
と
し
た
論
で
あ
る
。
「
神
の
嫁
」
は
平
城
京
、
横
倒
家
の
姉
姫
の
小
八
昨
事
件
を
め
ぐ
っ
て
、
神
の
嫁

そ
の

枠
組
を
支
え
る
信
仰
の
問
題
が
あ
り
、
信
仰
を
荷
う
厄
女
階
級
の
生
活
が
あ
る
と
い
う
考
え
が
見
て
と
れ
る
。

折
口
の
「
史
論
」
の
対
象
は
史
実
の
背
後
に
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、

歴
史
上
の
事
件
を
つ
き
動
か
し
て
い
く
人
々
の
有
様
の
基
層
に
あ

る
感
情
や
、

ま
た
史
料
に
遠
示
と
し
て
し
か
技
場
し
な
い
が
、
史
実
を
固
有
の
観
点
か
ら
感
受
し
て
、
「
今
一
つ
の
伝
え
方
」
を
し
て
い
く

人
々
の
感
情
の
上
に
あ
っ
た
と
三
口
う
こ
と
が
で
き
る
。

一、
「
史
論
」

の

性

格

一
死
者
の
書
」
の
出
発
点
は
大
正
十
一
年
の
「
神
の
嫁
」
に
あ
っ
た
。



さ
て
、
今
覚
え
て
ゐ
る
所
で
は
、
弘
の
中
将
姫
の
事
を
書
き
出
し
た
の
は
、
「
神
の
嫁
」
と
い
ふ
短
篇
未
完
の
も
の
が
は
じ
め
で
あ
る
。

此
は
大
正
十
年
時
分
に
、

ほ
ん
の
百
行
足
ら
ず
の
分
量
を
書
い
た
き
り
、

そ
の
ま
斗
に
な
っ
て
ゐ
る
。
が
、
横
侃
恒
内
の
大
臣
家
の
姫

の
失
院
事
件
を
書
か
う
と
し
て
、
尻
き
れ
と
ん
ぼ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
構
図
は
、

凡
げ
ろ
り
と
忘
れ
た
や
う
な
あ
り
様
だ
が
、
描

糸
口
定
陀
羅
に
は
、
結
び
つ
け
よ
う
と
は
し
て
は
居
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
。
そ
の
後
も
ど
う
か
す
る
と
、
之
を
書
き
つ
が
う

と
す
る
の
か
、
出
直
し
て
見
ょ
う
と
言
ふ
の
か
、

と
も
か
く
も
い
ろ
い
ろ
な
発
足
点
を
作
っ
て
、
書
き
か
け
た
も
の
が
、
幾
つ
か
あ
っ

（ロ）

た
。
さ
う
し
て
、
今
度
の
ゑ
ぢ
ぷ
と
も
ど
き
の
本
が
、
最
後
に
出
て
来
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
の
「
神
の
嫁
」
か
ら
附
和
十
四
年
の
「
死
者
の
書
」
に
到
る
ま
で
、
色
々
な
発
足
点
を
作
っ
て
書
き
か
え
て
い
く
内
に
、
小

説
の
構
想
も
主
題
も
相
当
に
変
っ
て
い
る
。

た
だ
い
ず
れ
も
奈
良
朝
に
時
代
を
設
定
し
て
、
万
葉
び
と
の
生
活
を
具
体
的
に
描
い
た
こ
と
に
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変
り
は
な
か
っ
た
。
折
口
は
舞
踊
介
本
「
万
葉
飛
鳥
之
夢
L

の
「
作
者
の
こ
と
ば
」
に
、
万
葉
び
と
の
生
活
を
劇
化
（
小
説
化
）
す
る
際
の

一
つ
の
態
度
を
示
し
て
い
る
。

ま
あ
、
万
葉
集
を
中
心
と
し
て
、
凡
一
二
百
年
に
わ
た
る
聞
に
起
っ
た
出
来
事
や
、
人
々
が
示
し
た
生
活
態
度
や
、
さ
う
い
ふ
も
の
が

な
ら
し
て
考
へ
ら
れ
な
い
事
も
な
い
と
忠
ふ
。
そ
れ
に
は
、
何
と
し
て
も
万
葉
時
代
に
あ
ら
は
れ
た
、
万
葉
人
に
あ
っ
た
通
有
性
を
見

出
す
必
要
が
あ
る
。
さ
う
い
ふ
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
万
葉
の
、
あ
る
時
代
々
々
、
あ
る
個
人
々
々
の
為
た
事
を
、
単
に
一
つ
づ
斗
と
り

あ
げ
て
来
た
所
で
、
万
葉
人
に
普
一
揖
す
る
生
活
は
出
て
来
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
な
る
べ
く
、
個
人
々
々
、
個
々
の
事
件
々
々
：
・（同）

ど
の
時
代
に
も
さ
う
い
ふ
事
が
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。

と
い
ふ
よ
り
、
あ
る
一
角
を
あ
げ
て
く
れ
ば
、

「
万
葉
人
に
あ
っ
た
通
有
性
し
、
「
万
葉
人
に
普
遍
す
る
生
活
」
に
中
心
を
お
い
て
、

そ
れ
を
集
約
し
て
表
現
し
う
る
よ
う
な
「
あ
る
一
角
」

を
描
く
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
万
葉
飛
鳥
之
夢
」
で
は
、
「
わ
ざ
と
天
智
天
皇
、
天
武
天
皇
と
い
ふ
一
個
の
史
実
を
表
現
す
る



に
と
ど
ま
る
人
名
を
避
け
て
、
兄
彦
、
弟
彦
と
い
ふ
神
話
的
な
る
普
遍
性
を
持
っ
た
名
前
に
し
た
」
。
「
万
葉
飛
鳥
之
夢
」
は
「
万
葉
人
に
あ

っ
た
通
有
性
」
に
中
心
を
お
い
て
、
万
葉
び
と
の
生
活
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
「
神
の
嫁
」
に
も
同
様
の
態
度
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
比
べ
て
、
「
死
者
の
書
」
は
著
者
自
身
が
「
あ
る
時
期
の
古
代
生
活
」
を
描
い
た
と
述
べ
た
通
り
、
限
定
さ
れ
た
時
期

（却）

に
し
ぼ
り
込
ん
で
、
万
葉
び
と
の
生
活
の
一
断
面
を
描
い
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
死
者
の
書
」
は
天
平
宝
字
四
年
に
物

語
の
現
在
を
設
定
し
て
、
史
実
を
融
密
に
書
き
込
み
、
登
場
人
物
の
呼
称
を
厳
密
に
考
証
し
て
い
る
。
「
神
の
嫁
」
で
横
倒
家
の
姉
姫
と
伝

説
的
な
暖
昧
な
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
女
主
人
公
を
、
藤
原
南
家
郎
女
と
し
て
、
奈
良
朝
当
時
の
貴
族
の
娘
の
あ
り
う
べ
き
呼
称
を
用
い
た
。

ま
た
改
訂
時
に
も
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
お
り
、
「
日
本
評
論
」
本
で
紫
微
内
相
藤
原
仲
麻
呂
と
し
た
の
を
、
現
行
本
で
大
師
恵
美
押
勝
に

（幻）

改
め
た
。
た
だ
し
作
中
で
大
津
皇
子
を
滋
賀
津
彦
と
し
た
が
、
こ
れ
は
発
表
時
宮
廷
の
こ
と
に
異
常
に
敏
感
で
あ
っ
た
一
部
の
勢
力
を
意
識

（辺）

し
て
の
こ
と
で
、
著
者
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
。

あ
る
と
し
（
八
章
）
、

史
実
の
書
き
入
れ
の
例
と
し
て
は
、
天
平
宝
字
元
年
の
勅
に
従
っ
て
、
氏
神
祭
に
大
勢
の
氏
人
が
集
会
す
る
の
は
三
、
四
年
来
の
法
度
で

（

M
）
 

ま
た
こ
の
前
後
の
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
を
反
映
し
て
、
新
羅
問
罪
の
た
め
筑
紫
ヘ
下
る
一
行
が
あ
っ
た
と
あ
る
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（
十
二
章
）
。

八
年
前
に
東
大
寺
の
大
仏
関
限
供
養
が
行
な
わ
れ

（
十
四
章
）
、
今
年
は
ま
た
四
天
王
像
の
開
眼
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
、
都

は
そ
の
評
判
で
持
ち
切
り
で
あ
る
と
あ
り
、
仏
教
隆
盛
の
都
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
噂
話
の
中
に
押
勝
、
道
鋭
、
広
嗣
を

め
ぐ
っ
て
、
過
去
の
広
嗣
の
乱
を
思
い
、
近
い
将
来
の
動
乱
の
予
感
に
戦
く
当
時
の
不
穏
な
世
相
が
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る

八

章・）。注
目
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
史
実
の
書
き
入
れ
が
単
な
る
時
代
背
景
の
指
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
物
語
の
展
開
や
登
場
人
物
の
内
面
と
緊

密
な
関
係
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
大
伴
家
持
は
神
代
以
来
の
家
職
を
、
氏
人
を
集
え
て
盛
ん
に
行
な
い
た
い
と
願
い
、
年
々
の
氏
神
祭
に
力



を
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時
勢
の
中
で
、
自
分
が
「
何
だ
か
空
な
事
に
力
を
入
れ
て
居
た
や
う
に
思
へ
て
な
ら
ぬ
」
の
で
あ
る

f ¥ 

章
）
。
も
う
語
部
の
物
語
な
ど
に
信
を
う
ち
こ
ん
で
聴
く
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
時
代
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
こ
そ
、
当
麻
語
部
姥
は

郎
女
の
「
も
の
疑
ひ
せ
ぬ
清
い
心
に
知
る
限
り
の
事
を
語
り
か
け
よ
う
」
と
し
た
の
で
あ
る

（
二
十
章
）
。

天
平
宝
字
四
年
を
目
途
と
す
る
時
期
に
し
ぼ
り
込
ん
で
、
万
葉
び
と
の
生
活
を
変
化
の
相
に
着
目
し
て
描
い
た
所
に
、
「
死
者
の
書
」
の

「
史
論
」
の
前
記
作
品
と
対
照
的
な
特
質
が
あ
る
。
し
か
し
史
実
に
依
拠
し
て
変
化
し
て
行
く
部
分
だ
け
を
描
く
の
で
は
な
く
て
、
変
ら
ざ

る
部
分
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
な
が
ら
、
歴
史
を
固
有
の
観
点
か
ら
享
受
す
る
闘
を
重
層
的
に
描
い
た
所
に
、
本
作
品
の
厚
み
が
あ
り
、

折
口
の
「
史
論
」
の
本
質
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
折
口
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

世
人
は
新
し
い
歴
史
を
受
け
と
る
の
に
、

出
来
の
馴
れ
た
見
方
か
ら
し
た
。
而
も
其
を
少
し
で
も
人
に
伝
ヘ
ょ
う
と
す
る
際
に
は
、

必

- 65ー

旧
表
現
の
類
型
に
よ
っ
て
示
す
の
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
新
し
い
歴
史
の
新
し
い
形
は
、
勿
論
目
を
以
て
見
、
耳
も
て
聞
き
す
る
の
で

あ
る
が
、
如
何
せ
む
、
人
々
の
理
会
は
、
事
実
に
順
応
す
る
程
、
自
在
で
な
か
っ
た
。
之
を
感
受
す
る
の
も
、
之
を
話
説
す
る
の
も
、

皆
依
然
た
る
旧
解
説
を
通
し
て
、
享
け
入
れ
、
伝
ヘ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
歴
史
記
録
は
、

（お）

旧
手
段
に
よ
る
外
は
な
か
っ
た
。

目
前
の
事
を
明
ら
か
に
正
し
く
叙
述
す
る

が
、
現
在
の
生
活
者
と
し
て
の
伝
へ
方
は
、

歴
史
の
新
し
い
形
を
、
大
多
数
の
人
々
は
旧
来
の
類
型
を
通
し
て
享
け
入
れ
、
伝
え
て
行
く
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
活
と
し
て
の
歴
史
の

受
容
の
姿
が
あ
る
と
い
う
。
「
死
者
の
書
」
で
は
南
家
郎
女
を
中
心
と
す
る
世
界
に
、
生
活
と
し
て
の
歴
史
の
受
容
の
姿
が
具
体
的
に
描
か

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
「
死
者
の
書
」
の
三
つ
の
世
界
を
分
析
し
て
、
こ
れ
を
検
討
し
た
い
。



主

要

そま

場

人

物

一

前

代

（

普

遍

的

古

代

）

一

一

当

代

の

基

層

部

分

一

一

当

代

一

場

所

一
大
津
皇
子

一
藤
原
南
家
郎
女
・
当
麻
語
部
姥
・
郎
女
の
乳
母
や
侍
女
た
ち
・

一
里
の
女
た
ち

一
大
伴
家
持
・
恵
美
押
勝
・
都
人
た
ち

廿．
『
f
E
E
V

界

二
上
山
の
塚
の
中

二
上
山
麓
H
当
麻

平
城
京

死
者
、
大
津
皇
子
は
死
に
際
に
耳
面
万
自
に
つ
な
い
だ
執
心
を
抱
い
て
、
過
去
の
世
界
か
ら
そ
の
ま
ま
よ
み
が
え
っ
た
。
名
を
伝
え
て
く

れ
る
子
孫
を
こ
の
世
に
残
し
た
い
と
い
う
宿
執
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
代
人
が
ひ
と
し
な
み
に
抱
い
た
願
望
で
あ
り
、
万
葉
び
と
に
普
遍
的

な
幸
福
感
の
ひ
た
す
ら
な
る
追
求
で
あ
る
。
折
口
は
感
情
の
と
ら
わ
れ
の
な
い
発
露
、

い
か
な
る
障
害
に
も
屈
し
な
い
執
心
を
、
古
代
人
の
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理
想
と
す
る
心
性
と
考
え
て
い
た
。
作
中
に
も

あ
き
ら
め
と
言
ふ
事
を
、
知
ら
な
か
っ
た
人
ば
か
り
で
は
な
い
か
。
：
：
：
昔
物
語
り
に
語
ら
れ
る
神
で
も
、
人
で
も
、
傑
れ
た
、

（

Mm）
 

へ
ら
れ
る
限
り
の
方
々
は
｜
｜
。

と
伝

と
あ
る
。
大
津
皇
子
の
執
心
は
こ
れ
に
属
す
る
。

ま
た
大
津
皇
子
は
当
麻
一
品
部
姥
が
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
、
年
別
皇
子
で
も
天
若
日
子
で
も
あ
り
う

る
。
天
の
日
に
失
を
射
か
け
る
、
極
み
な
く
美
し
い
謀
反
者
と
し
て
通
有
性
を
も
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
津
皇
子
は
前

代
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
者
で
あ
り
、

そ
の
特
性
は
普
遍
的
な
古
代
を
代
表
し
て
い
る
。

当
代
を
代
表
す
る
大
伴
家
持
は
、
折
口
の
家
持
論
を
そ
の
ま
ま
具
体
化
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

。
家
持
は
其
時
か
ら
大
伴
氏
一
族
の
長
と
し
て
、
「
一
申
一
い
れ
孔
任
を
白
川
ふ
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
族
の
族
人
の
為
、

一
族
の
昔
か
ら
杷



っ
た
大
伴
の
氏
神
の
為
に
。
而
も
新
勢
力
興
隆
の
勢
ひ
は
、
殆
此
古
い
歴
史
を
持
っ
た
豪
族
の
最
後
ま
で
迫
っ
て
止
ま
な
か
っ
た
。

O
や
っ
と
支
那
の
文
学
に
あ
る
や
う
な
要
素
が
、

日
本
の
歌
に
も
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
ば
か
り
の
時
代
に
、
文
学
の
中
の
あ
る
特
殊

な
近
代
的
な
情
趣
を
掴
む
こ
と
が
出
来
た
家
持
で
あ
っ
た
。
寂
家
や
孤
独
感
が
、

と
り
あ
、
げ
て
文
学
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
知

っ
た
彼
で
あ
っ
た
。

。
彼
に
は
長
い
昔
と
、
新
し
く
迫
っ
て
来
る
未
来
と
が
、
彼
の
心
を
前
一
く
し
た
。
併
し
、
此
を
ど
う
す
る
事
も
出
来
ず
に
過
ぎ
た
人
で

（
幻
）

あ
る
。

家
持
は
大
伴
氏
の
氏
上
と
し
て
前
代
以
来
の
氏
族
の
有
様
と
、
律
令
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
た
朝
廷
の
機
構
と
の
間
の
矛
盾
に
悩
み
、
政

治
攻
争
の
只
中
に
生
き
た
。
折
口
は
「
死
者
の
書
」
で
こ
の
様
な
史
実
の
内
実
を
具
体
的
に
描
く
と
共
に
、
家
持
の
心
の
問
題
、
感
情
両
に

目
を
向
け
て
い
る
。
作
中
で
家
持
は
大
伴
の
家
の
行
末
を
案
じ
、
時
代
に
乗
り
、
遅
れ
た
宿
命
の
暗
い
先
行
き
を
予
感
し
な
が
ら
も
、
そ
の
こ
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と
に
長
く
執
着
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
ぐ
に
「
洗
ひ
去
っ
た
様
に
心
が
す
っ
と
し
て
し
ま
ふ
」
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
彼

は
中
国
の
文
学
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
昔
の
神
々
や
英
雄
の
世
界
に
は
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
あ
き
ら
め
の
感
情
を
身
に

め
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
持
の
心
の
有
様
は
、
大
津
皇
子
の
執
心
と
対
眼
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
微
妙
な
感
情
の
変
遷
を

綿
密
に
描
写
す
る
所
に
、
折
口
の
「
史
論
」
の
立
場
が
よ
く
現
わ
れ
て
お
り
、
「
史
論
」
が
小
説
と
し
て
表
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
持
は
漢
籍
の
影
響
を
受
け
て
感
情
形
成
し
た
、
奈
良
朝
中
末
期
の
知
識
人
の
有
様
を
示
し
て
お
り
、
当
代
の
最
も

当
代
的
な
部
分
を
代
表
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

郎
女
を
中
心
と
す
る
当
麻
の
世
界
は
、
前
二
者
を
つ
な
ぐ
位
置
に
あ
る
。
南
家
郎
女
は
大
津
皇
子
の
宿
執
に
お
び
か
れ
て
当
麻
に
到
り
、

（お）

悌
人
の
た
め
に
衣
を
織
る
H

神
の
嫁
μ

の
生
活
を
す
る
が
、
そ
の
郎
女
の
目
に
映
ず
る
悌
人
の
姿
は
荘
厳
な
阿
禰
陀
仏
の
姿
で
あ
る
。
郎
女



は
一
身
の
内
に
、
前
代
以
来
の

H

神
の
嫁
H

の
性
格
と
、
新
し
い
信
仰
で
あ
る
仏
へ
の
讃
仰
を
、
何
の
矛
盾
も
な
く
併
せ
持
つ
よ
う
に
措
か

れ
て
い
る
。
郎
女
は
藤
原
南
家
の
深
窓
で
乳
母
や
語
部
た
ち
の
伝
統
的
な
教
育
を
受
け
て
、
藤
氏
の
一
の
姫
（
春
日
神
の

H

神
の
嫁
H

）
と

な
る
べ
く
生
い
育
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
法
華
経
、
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
等
を
手
習
い
し
た
。
経
典
を
知
識
的
に
読
み
解
く
の
で
は
な
く

そ
う
い
う
享
受
で
あ
る
。
知
識
と
し
て
の
理
解
で
は
な
い
か

て
、
解
ら
ぬ
ま
ま
に
手
習
い
す
る
内
に
、
教
え
が
身
に
め
み
込
ん
で
行
く
、

ら
、
心
の
中
に
迎
え
入
れ
る
基
礎
の
あ
る
部
分
だ
け
が
了
解
さ
れ
、
身
に
必
み
込
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
郎
女
の
内
面
で
は
神
代

以
来
の
昔
語
り
も
、
新
渡
来
の
経
典
の
教
え
も
、
何
ら
矛
盾
を
き
た
さ
ず
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
郎
女
は
何
の
疑
い
も
な
く
旧
来

の
類
型
、
神
に
仕
え
る
H

神
の
嫁
H

の
生
活
を
踏
襲
し
て
、
讃
仰
す
る
悌
人
l
l
仏
の
た
め
に
衣
を
織
っ
て
仕
え
る
。

H

神
の
嫁
H

で
あ
る

．
息
女
の
資
格
を
も
っ
慮
女
が
仏
教
を
生
活
と
し
て
受
容
し
て
い
く
様
が
具
体
的
に
措
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
当
麻
語
部
姥
は
神
代
以
来
の
語
部
の
職
掌
を
守
り
、
時
代
の
移
り
行
き
の
中
で
庇
護
者
で
あ
る
当
麻
真
人
家
か
ら
も
、

一
般
の
人
々
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か
ら
も
、
見
捨
て
ら
れ
て
滅
び
行
く
者
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
が
、
物
語
の
後
半
部
で
尼
形
で
現
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

当
麻
信
仰
に
は
、
妙
に
不
思
議
な
尼
や
、
何
と
も
わ
か
ら
ぬ
化
身
の
人
が
出
る
。
謡
の
「
当
麻
」
に
も
、
又
其
と
一
向
関
係
も
な
い
ら

し
い
も
の
で
謂
っ
て
も
、
「
朝
顔
の
露
の
宮
」
、
あ
れ
な
ど
に
も
、
や
は
り
化
尼
が
出
て
来
る
。
昆
陀
羅
縁
起
以
来
の
繋
り
あ
ひ
ら
し
い
。

私
の
場
合
も
、
語
部
の
姥
が
、
後
に
化
尼
の
役
に
な
っ
て
来
て
ゐ
る
。
此
な
ど
は
、
確
か
に
意
識
し
て
書
い
た
や
う
に
覚
え
て
ゐ
る
。

（
中
略
）
老
語
部
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、
何
も
之
を
出
し
た
方
が
、
読
者
の
知
識
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
と
言
ふ
の
で
は
な

い
。
殆
無
意
識
に
出
て
来
る
類
型
と
撰
ぶ
所
の
な
い
程
度
で
、
化
尼
に
な
る
前
型
ら
し
い
も
の
で
も
感
じ
て
貰
へ
れ
ば
よ
い
と
思
う
た

（却）

の
だ
。

（担）

こ
れ
と
「
小
栗
判
官
論
の
計
画
」
等
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
折
口
の
考
え
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
将
姫
の



物
語
を
語
り
、
当
麻
日
史
陀
羅
の
信
仰
を
説
く
尼
形
の
唱
導
者
の
一
群
が
あ
り
、
中
将
姫
伝
説
に
登
場
す
る
化
尼
は
、
こ
う
し
た
語
り
手
の
反
映

で
あ
る
。
「
死
者
の
書
」
の
語
部
姥
は
、
化
尼
H
尼
形
の
唱
導
者
の
前
型
を
感
じ
て
貰
え
れ
ば
よ
い
と
言
う
。
折
口
は
H

ほ
か
ひ
人
の
論
u
で
次

の
様
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。
語
部
等
の
邑
落
の
神
人
が
信
仰
の
退
転
に
遭
い
、
保
護
者
を
失
っ
て
本
貫
を
離
れ
、
漂
泊
す
る
H

ほ
か
ひ
人
H

と
な
っ
た
。
そ
れ
が
あ
る
時
期
か
ら
仏
教
的
唱
導
者
の
群
れ
に
吸
収
さ
れ
て
行
く
と
言
う
。
当
麻
語
部
姥
が
後
半
で
尼
と
な
っ
て
現
れ
る
の

は
こ
の
道
筋
を
暗
示
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
当
麻
語
部
姥
は
一
見
滅
び
行
く
前
代
の
遺
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は

あ
る
部
分
を
維
持
し
な
が
ら
、
時
代
の
波
を
受
け
て
装
い
を
新
た
に
変
容
し
て
行
く
階
級
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
階
級
が
仏

教
の
生
活
と
し
て
の
受
容
を
お
し
進
め
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
郎
女
を
中
心
と
す
る
当
麻
の
世
界
は
、
前
代
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、
時

代
の
移
り
行
き
の
影
響
を
ゆ
る
や
か
に
受
容
し
て
変
容
す
る
部
分
と
、
変
ら
ざ
る
部
分
を
な
い
ま
ぜ
に
併
せ
も
つ
世
界
で
あ
り
、
当
代
の
基

「
死
者
の
書
」
は
こ
の
三
つ
の
世
界
、
普
遍
的
古
代
と
当
代
と
、
両
者
の
聞
を
つ
な
ぐ
当
代
の
基
層
部
分
を
鮮
や
か
に
描
き
分
け
、
重
ね
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層
を
な
す
部
分
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

写
真
の
様
に
重
ね
合
わ
せ
た
所
に
、
万
葉
び
と
の
生
活
の
一
断
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
小
説
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
位
相
の
異

な
る
三
つ
の
世
界
の
微
妙
な
市
一
な
り
と
、
維
持
せ
ら
れ
る
も
の
と
変
容
す
る
も
の
の
絡
ま
り
あ
う
複
雑
な
相
貌
を
、
多
荒
的
に
表
現
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
「
史
論
の
表
現
形
式
と
し
て
の
小
説
」
の
持
論
の
見
事
な
実
現
で
あ
る
。

四

結

五
日
二
＝
円
H

（お）

長
谷
川
政
春
氏
は
メ
レ
ジ
ュ
コ
ア
ス
キ
ー
の
小
説
『
背
教
者
ジ
ュ
リ
ア
ノ
』
の
影
響
が
「
死
者
の
書
L

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
折

口
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。



私
一
己
に
と
っ
て
は
、

じ
ゅ
り
あ
ん
皇
帝
を
扱
つ
た
め
れ
じ
ゅ
こ
ふ
す
き
い
氏
の
文
学
は
、
文
学
と
一
一
日
ふ
よ
り
は
、
生
活
と
し
て
感
じ

ら
れ
た
。
精
神
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
。

（泊）

究
の
情
熱
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
史
学
よ
り
も
、

も
っ
と
具
体
的
な
史
学
と
し
て
、
我
が
大
和
・
寧
楽
に
対
す
る
比
較
研

『
背
教
者
ジ
ュ
リ
ア
ノ
』
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
神
々
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
た
め
に
滅
び
て
い
く
時
代
、

H

神
々
の
死
H

を
描
い
た

（お）

小
説
で
あ
る
。
長
谷
川
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
折
口
は
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
つ
死
者
の
書
」
で
奈
良
朝
に
お
け
る
H

日
本
の
神
々
の
死
μ

を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
神
は
純
粋
に
宗
教
と
し
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
古
代
の
日
本
の
神
は
、
万
葉
び
と
の
生
活
の
基
一
回
を
な
す
信
仰
と
し

て
存
在
し
た
口
だ
か
ら
奈
良
朝
に
お
け
る
H

神
々
の
死
μ

は
、
生
活
に
お
け
る
信
仰
の
変
容
の
問
題
で
あ
る
。
た
だ
し
申
す
ま
で
も
な
い

思
う
て
見
れ
ば
、

日
本
の
神
々
は
、
曽
て
は
仏
教
家
の
子
に
よ
っ
て
、
仏
教
化
さ
れ
て
、
神
の
性
格
を
発
揚
し
た
時
代
も
あ
り
ま
す
。
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が
、
折
口
は
日
本
の
神
が
仏
教
に
よ
っ
て
滅
ん
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

に
、
仏
教
的
な
日
本
の
神
と
い
ふ
も
の
が
現
れ
て
参
り
ま
し
た
。
併
し
同
時
に
、

日
本
の
神
々
を
活
か
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
訣
で
す
。
さ
う
い
ふ
意
味
に
お
い
て
、
従
来
の
日
本
の
神
と
、
其
上

さ
う
い
ふ
二
通
り
の
神
を
ば
い
い
じ
て
ゐ
た
の
で
す
。

仏
教
々
理
の
上
に
、

日
本
の
神
が
仏
の
守
護
神
と
し
て
仏
教
化
さ
れ
た
後
も
、
人
々
は
仏
教
化
さ
れ
た
神
と
従
来
の
神
と
、
同
時
に
二
通
り
の
信
仰
を
併
せ
も

っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
仏
と
全
く
関
わ
り
を
持
た
ぬ
神
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
こ
は
一
つ
の
神
の
上
に
仏
教
化
さ
れ
た
神
と
、
従
来

の
神
と
、
二
重
に
信
仰
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
教
の
生
活
と
し
て
の
受
容
に
よ
っ
て
、
従
来
の
信

仰
が
維
持
せ
ら
れ
て
行
く
部
分
と
、
変
容
す
る
部
分
と
が
、
複
雑
に
絡
み
合
い
、
併
行
す
る
こ
と
を
見
す
え
て
の
論
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る。



に
あ
る
信
仰
の
変
容
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
死
者
の
占
」
の
主
題
は
、
仏
教
の
生
活
と
し
て
の
受
容
の
盗
に
あ
り
、
維
持
せ
ら
れ
て

「
死
者
の
書
」
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

l
マ
の

H

神
々
の
死
H

と
の
比
較
の
興
味
か
ら
発
し
て
、
我
が
国
の
万
葉
び
と
の
生
活
の
基
層

行
く
も
の
と
変
容
す
る
も
の
と
が
、
複
雑
に
絡
み
合
う

H

日
本
の
神
々
の
死
H

の
相
貌
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

i主

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）
（ロ）
（口）
（叫）

『
日
本
近
代
文
学
大
系
必
折
口
信
夫
集
』
解
説
な
ど

「
『
死
者
の
書
』
あ
る
い
は
二
つ
の
八
作
品
〉
」
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
二
二
巻
七
号
所
以

本
稿
で
は
作
中
「
滋
賀
津
彦
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
死
者
を
、
大
津
皇
子
と
呼
称
し
た
い
。
そ
の
理
山
は
住
（
幻
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

座
談
会
「
『
死
者
の
書
』
を
め
ぐ
っ
て
」
再
刊
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
廿
四
巻
月
報

「
山
越
し
の
阿
禰
陀
像
の
両
閃
」
『
全
集
』
第
什
七
巻
一
八

O
瓦

『
日
本
近
代
文
学
大
系
時
折
口
信
夫
集
』
六
二
氏
。
以
下
「
死
者
の
来
日
」
の
引
用
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
こ
の
本
に
よ
る
。

『
大
系
』
六
六
頁

例
え
ば
「
水
の
女
」
等

「
東
横
国
文
学
」
第
十
六
号
昭
和
五
九
年
三
月

『
全
集
』
第
十
七
巻
五
一
二

O
頁

『
全
集
』
第
十
二
巻
一
二

O
四
頁

「
小
説
戯
曲
文
学
に
お
け
る
物
語
要
素
」
『
全
集
』
第
七
九
］
二
五
六
百
（
昭
和
一
八
年
一
月
発
表
）

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
第
十
巻
第
六
号

後
に
「
芝
居
に
出
た
名
残
星
月
夜
」
と
改
題
。
『
全
集
』
第
十
八
巻
。
こ
の
論
の
執
筆
事
情
と
そ
の
後
の
複
雑
な
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
加
藤
守

雄
先
生
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
に
お
け
る
迫
空
」

l
l『
折
口
一
恒
夫
伝
』
所
以
に
詳
し
い
。

『
全
集
』
第
十
八
巻
ゴ
二
八
頁

つ
零
時
日
記
「
亜
ハ
一
」
『
全
集
』
第
廿
八
巻
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（
日
）
（
防
）

二
三
頁



（
口
）
（日）
（
印
）
（別）
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「
山
越
し
の
阿
禰
陀
像
の
画
因
」
『
全
集
』
第
廿
七
巻

『
全
集
』
第
廿
四
巻
五
二
九
J
三
O
頁

「
山
越
し
の
阿
禰
陀
像
の
画
因
」
『
全
集
』
第
廿
七
巻
一
八
二
頁

『
大
系
』
の
注
で
池
田
浦
三
郎
先
生
が
天
平
宝
字
四
年
と
断
定
さ
れ
た
理
由
は
、
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
。
「
日
本
評
論
」
本
と
現

行
本
を
比
較
す
る
と
、
著
者
は
改
訂
時
に
年
立
て
の
補
整
を
加
え
て
お
り
、
そ
れ
は
郎
女
の
父
、
豊
成
が
橘
奈
良
麻
呂
の
変
に
連
座
し
て
、
太
宰

員
外
帥
に
左
遷
さ
れ
て
か
ら
の
身
の
処
置
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
一
応
こ
れ
が
年
立
て
の
規
準
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
豊
成
左
遷
は
天
平
宝

字
元
年
七
月
で
あ
り
、
現
行
本
で
は
八
章
（
八
三
頁
）
に
左
遷
は
「
さ
き
を
と
L

し
」
の
こ
と
と
あ
り
、
六
章
の
叙
述
も
こ
れ
に
一
致
す
る
の

で
、
物
語
の
現
在
は
天
平
宝
字
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
著
者
は
「
日
本
評
論
」
本
で
は
物
語
の
現
在
を
天
平
宝
字
二
年
と
し
て
い
た
ら
し

い
。
十
八
章
（
現
行
本
の
章
数
）
で
淳
仁
天
皇
即
位
（
天
平
宝
字
二
年
）
の
こ
と
が
見
え
、
八
三
頁
の
豊
成
左
遷
が
「
さ
き
を
と
斗
し
」
と
あ
る

の
は
、
「
日
本
評
論
」
本
で
は
「
去
年
」
と
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
日
本
評
論
」
本
の
年
立
て
に
は
明
ら
か
な
矛
盾
が
あ
っ
た
。
郎
女
の
称
讃
浄

土
経
千
部
書
写
は
「
日
本
評
論
」
本
で
も
一
年
以
上
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
物
語
の
現
在
は
天
平
宝
字
三
年
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
著
者
は
改
訂
時
に
こ
の
こ
と
に
気
が
つ
き
、
年
立
て
を
全
面
的
に
改
め
て
、
現
在
の
形
に
直
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
淳
仁
天
皇
即
位

の
こ
と
は
何
故
か
そ
の
ま
ま
残
し
た
の
で
、
現
行
本
は
こ
の
点
に
混
乱
が
あ
る
が
、
以
上
の
様
な
事
情
な
の
で
、
現
行
本
の
著
者
の
意
図
が
天
平

宝
字
四
年
に
あ
る
こ
と
は
動
か
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

藤
原
仲
麻
呂
は
天
平
宝
字
元
年
五
月
に
紫
微
内
相
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
二
年
八
月
に
大
保
と
な
り
、
藤
原
恵
美
朝
臣
押
勝
の
名
を
賜
わ
っ
た
。
天
一
千

宝
字
四
年
正
月
に
大
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
（
『
続
日
本
紀
』
）

『
大
系
』
補
注
三
四
三
七
頁
に
詳
し
い
。
本
稿
は
、
「
万
葉
飛
鳥
之
夢
」
で
天
智
天
皇
を
滋
賀
ノ
皇
子
と
し
た
態
度
と
区
別
す
る
た
め
に
、
滋
賀

津
彦
を
一
貫
し
て
大
津
皇
子
と
呼
称
し
た
。

「
六
月
乙
凶
。
制
二
勅
五
保
一
。
諸
氏
長
等
或
不
v
預
ム
公
事
－
。
怠
先
ニ
己
族
一
。
’
H
v
今
以
後
。
不
v
得
ニ
吏
然
目
。
」
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
）

『
大
系
』
補
注
八
三
四
五
二
頁
に
詳
し
い
。

「
小
説
戯
曲
文
学
に
お
け
る
物
語
要
素
」
『
全
集
』
第
七
巻

『
大
系
』
八
八
頁

「
一
評
価
の
反
省
」
『
全
集
』
第
九
巻

ワ臼
円
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（お）
（却）
（初）
（幻）
（幻）

折
口
信
夫
「
七
夕
祭
り
の
話
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
全
集
』
第
十
五
巻

手
習
い
に
つ
い
て
は
、
折
口
信
夫
「
日
本
文
学
の
発
生
ー
ー
そ
の
基
礎
論

l
l」
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
全
集
』
第
七
巻

「
山
越
し
の
阿
禰
陀
像
の
画
困
」
『
全
集
』
第
廿
七
巻
一
八
一

J
三
頁

『
全
集
』
第
三
巻

「
国
文
学
の
発
生
（
第
四
稿
）
」
『
全
集
』
第
一
巻
等
。
な
お
折
口
の
H

ほ
か
ひ
人
の
論
μ

に
つ
い
て
は
、
古
田
修
作
氏
が
「
ほ
か
ひ
人
の
論
」

（
『
折
口
信
夫
ま
れ
び
と
論
研
究
』
所
収
）
で
詳
し
く
検
証
さ
れ
た
。

「
史
論
・
小
説
・
語
り
手

l
『
死
者
の
書
』
論
の
た
め
の
序
章
！
」

「
寿
詞
を
た
て
ま
つ
る
心
々
」
『
全
集
』
第
廿
九
巻
二
九
六
頁
。
こ
の
論
文
は
昭
和
十
三
年
五
月
、
「
日
本
一
評
論
」
に
発
表
さ
れ
た
。
「
死
者
の

書
」
の
執
筆
と
時
期
が
近
接
し
て
お
り
内
界
的
に
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
増
刊
第
三
冊
明
治
四
十
三
年
十
一
月
発
行

「
神
道
の
新
し
い
方
向
」
『
全
集
』
第
廿
巻
四
六
四
J
五
頁

（幻）
（斜）

（お）
（部）


